
成田市自然観察会

早春の成田山

谷  優（成田市）

日 時：2026 年 2 月 28 日（土）9 時 30 分～12 時 天候：晴れ

場 所：成田山公園

参加者：20 名（大人 20 名） 成田市環境課職員 2 名

担当指導員：晝 間 、金 子 ､荘 子 、水 野 、鹿 熊 、宮 本 、谷    参 加 指 導 員 ： 小 川

肌寒い日がありましたが、今日はポカポカ陽気、歩いていると汗をかくほど

です。5 班に分かれてスタートしました。

参道にある酒造会社の井戸、お不動様の旧跡庭園を見学した後、成田山の最

初の本堂である薬師堂へ。成田山の寺紋が葉菊から葉牡丹に変わった経緯を説

明しました。

裏参道を歩いていくとシキミの薄緑色の花が咲き始めていました。でもこの

木は全て有毒であると話すと、参加者は驚いていました。3 番目の本堂の釈迦

堂には見応えのある彫刻がたくさん、その中の１つ孝行息子の孟宗の話をしま

した。七代目市川團十郎の額堂、光明堂を経て、いよいよ成田山公園へおりて

いきます。

ここから空気まで変わるよう。滝が流れ、木が生い茂っていて深山にきたよ

うです。湿気が多いためコケやシダがよく育っています。ウメノキゴケやノキ

シノブが梅の古木にたくさん見られます。ウメノキゴケが付いた梅の木は風情

がありますが、木が弱ってきているようで何だか哀れに見えました。

続いてヨウラクランを案内しました。日本のランの中で最小のラン、それが

この成田山公園の環境が適しているのか、いたる所に見られます。「あった、こ

こにも!」ヨウラクラン探しに夢中になりました。５月に開花するので、「また

その頃来てみたい。」という声が聞かれました。サンシュユ、マンサク、川津桜

は丁度見頃を迎えてきれいに咲いていて、我々の目を楽しませてくれました。

アカマツ、クロマツ、シロマツと３種類の松の違いを目で見たり、触ったりし

て体感しました。

お目当てのカワセミは姿を見せてくれません。下見の時に見た鳥の混群（メ

ジロ、シジュウカラ、エナガ）にも今回は出会えませんでした。それでも、グ

ループによる違いはありますが、梅の蜜を吸うメジロ、木を移動するコゲラの

姿を見ることができました。思うようにいかないのが自然相手の観察会、そこ

が面白いのではないでしょうか。

参加者から、知らなかった植物を知ることができてよかった、また違った季

節に歩いてみたいという感想がありました。街の中にある自然豊かな成田山公

園、その魅力を参加者と共に充分に味わった観察会でした。

彫刻を鑑賞 ヨウラクラン、小さいでしょう コケやシダがたくさん


